
 

自尊感情を育む教育活動 
山田小学校では、研究テーマを『自尊感情を育む教育活動の在り方』、サブテーマを「一

人一人のよさを認め合い挑戦する児童の育成を目指して」とし、１１月１日（金）、平戸市教育

委員会研究指定の研究発表会を実施しました。 

当日は、平戸市、松浦市の先生方、８０名程をお招きし、児童の授業参観、これまでの研

究に対する協議会を行いました。本校は、『ともに働き、ともに学び、ともに遊ぶ、挑戦』という

合言葉を全校児童、全職員が共有し、昨年度からこの研究に取り組んでいます。毎日の学校生活の中では、一人一人が

それぞれの学習や生活のめあてに向かって挑戦しています。また、下校前に学校生活を振り返っ

て、「ふりかえりカード」に毎日の頑張りや思いを記録しています。子どもたちが記録したカードに、学

校全員の先生方は、子どもたち一人一人を大切にしながらよく見取り、励ましや認める言葉を返し

ています。毎日、毎日の「優しい言葉」「感謝の言葉」「励ましの言葉」「認める言葉」、日々の関

わり合いの中で、互いのよさに気付き、互いの優しさに気付き、相手の思いに感謝し、認めてもらうこと

で自信を持ち、励ましの言葉で勇気をもらい、これまで『自尊感情』を高めてきました。授業の中でも、

子どもたち一人一人の活躍の場を作ったり、互いの意見交換をしてよさを認め合ったりするなどの工夫

をし、クラスの友達が助け合って学習に取り組んでいます。高まった『自尊感情』は、目には見えませ

んが、学習などのやる気となり、対話の充実につながり、前向きな考え方をもつことで、子どもたち一人一人の多くの成長につ

ながっています。発表会では、子どもたちの授業を見ていただき、参加された多くの先生方からも高い評価をいただきました。 

これから目まぐるしく社会情勢が変化する予測困難な未来に生きる子どもたちに必要とされるのが、『自尊感情』です。大

切な心の育成を土台にして、生き生きと笑顔で活躍する子どもたちの姿を求めながら、山田小学校教職員一同、精進してい

きたいと思っております。子どもは、学校だけでは育ちません。今後も、ご家庭、地域の皆様のご支援ご協力をよろしくお願い致

します。         

笑顔いっぱい！元気いっぱい！ 
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                       １２月行事                        
１日（日）少年の日 

２日（月）委員会活動 

３日（火）人権集会 

４日（水）給食指導（5・6 年） 

５日（木）授業参観（長縄大会）・懇談会 

     ＰＴＡ本部役員会 

６日（金）昼読み 

９日（月）クラブ活動 

１０日（火）平戸市学力調査 

１１日（水）お魚教室（5・6 年） 

１２日（木）市Ｐ連生月地区連絡協議会 

        （中央公民館 18：30～） 

１５日（日）家庭の日 

２３日（月）マイエプロン 

２４日（火）終業式 

２５日（水）冬休み（～１月７日） 

11月20日（水）戌亥会の皆様と３～６年生の子どもたちがグランドゴルフで

触れ合いました。前日までの風もおさまり、いいお天気の下、楽しむことが

できました。スティックの持ち方、構え方、打ち方、一つ一つ手を取りなが

ら分かりやすく丁寧に教えていただき、子どもたちも初めての挑戦でした

が、意欲的に取り組むことができました。一打一打に集中し、強すぎたり、

弱すぎたりもありましたが、ホールインまであきらめずに頑張る姿が見られ

ました。戌亥会の皆様に、「おー、上手。上手」「すごかね～」「どんどん

上手になってきよるばい」と励ましの言葉を何度もお声かけいただいたこと

が、子どもたちの大きな支えとなりました。ともにプレーする中の互いの笑

顔がとても印象的でした。また、この学習のために、山田・舘浦地区まちづ

くり協議会の皆様にも、『小学校総合学習支

援事業』の一環として、準備・運営等に関わ

っていただきました。戌亥会・まち協の皆様、

ご支援ご協力ありがとうございました。




